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☞mapry LA03
☞AssistZ
令和７年度以降
四国森林管理局 収穫調査規程 調査用器具に規定する

目 的
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課題を取り上げた背景
現

状
収穫調査は、職員による輪尺・測高器、
リモートセンシング技術(OWL)を用いる。
森林資源情報の調査は、何時間も徒歩。

収穫調査は、指定調査機関による
委託調査

課

題
相当の人員・労力を費やす
OWLは高価な機器。高コスト

予算の確保

職員が調査から解析まで行え
「低コスト」
「省 力 化」
「精 度」

条件を満たした
機器の実装が急務

立木販売・製品生産事業の収穫調査、森林資源情報の整備を行う調査

「mapry LA03」

「AssistZ」
検証
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株式会社マプリィが開発した地上型３Ｄレーザースキャナー。
歩くだけで森林資源量や地表データを取得可能。

立木解析画面
mapryLA03本体と

操作端末

・操作端末はスマートフォンで、日頃から使い慣れている
・機械がデータを記録するため、野帳は不要
・データはパソコンの解析用アプリで処理、操作も簡単

(1)各種機器等紹介 mapry LA03
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◆（株）ジツタが開発した３Dデータを用いて森林を可視化し、各種機能により森
林管理や森林施業をサポートするシステム（ソフトウェア）

ー 主な機能 ー
01_林地の材積推定 02_作業道の設計 03_UAV飛行経路作成

(2)各種機器等紹介 AssistZ

◆ AssistZのポイント
・林内の踏査が不要
・一般的なノートパソコンでも通信環境が
整っていれば利用が可能。
・解析にあたって専門的なIT知識は不要。

６

（（株）ジツタHPより一部引用）

◆ドローンで空撮した写真により森林資源量の解析が可能

ドローンで撮影⇒
点群データ作成！

点群データ空撮写真
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(1)mapry LA03 検証概要 検証の流れ

➁計測

③解析

mapry
LA03を背
負って計測

パソコンの専用アプ
リでデータ解析を行
い、樹高等の立木
データの抽出。

８

区域の５％

①事前調査

下層植生等林内
把握とスギ・ヒノキ
の区域面積算出



スギ標本ライン縦25ｍ×横175ｍ＝0.43ha

25
m

60m 60m 55m

175m

1.5往復 ２往復 ２往復

① ➁ ③

解析する際の
目印

(1)mapry LA03 検証概要 スギ検証箇所

・連続計測時間は30分、延長は50ｍ程度が推奨
・スギの検証箇所は横幅が175ｍのため、3つに区切って計測
・①箇所1.5往復で、地形の起伏がある➁③箇所は2往復
・ 箇所に操作端末上でマーカーを設置
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・検証箇所全体を1.5往復し、一度で計測
・ 箇所に操作端末上でマーカーを設置
・一本ごとの樹高、胸高直径をOWLと比較するために、10ｍ×40ｍの
プロット内で、調査立木を特定して計測

(1)mapry LA03 検証概要 ヒノキ検証箇所
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10
m

40m

ヒノキ標本ライン縦10ｍ×横40ｍ＝0.04ha

1.5往復

OWL １測点毎に立ち止まって計測
OL101(旧型)は１測点に45秒費やす

45秒

45秒

45秒

45秒

45秒



(２)AssistZ 検証概要

・幹材積に焦点を当て、毎木調査の値と比較
・調査面積は、スギ0.33ha、ヒノキ0.04ha（※区域面積の5%以上、OWLと同面積）

・点群のうち、
凸な点を立木と
して検出し、区
域内の立木本
数を推定

01_スギ、ヒノキの区域を設定 02_立木本数の推定

03_樹高の推定

スギ

ヒノキ

04_胸高直径の推定

・点群の凸と地
盤データの差分
から推定（凸な
点の標高ー地
面の標高＝樹
高）

・外部から取り
込んだ樹高
データから作成
した回帰式か
ら推定

スギ

ヒノキ

11

※樹高8m以上の立木は、
全てスギ/ヒノキとして解析
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①解析にかかる時間の比較（省力化）
OWLとの比較

AssistZｍapry
LA03OWL

AssistZmapry
LA03

ー30分飛行経路設定

事前
調査

ー30分ドローン飛行

ー80分オルソ画像作成

-45分ーー45分GIS上の作業

-80分ーー80分事前踏査

-158分-113分ー45分158分現地調査

＋13分＋79分58分124分45分解析作業

-270分-34分
198分

(３時間18分)
434分

(7時間14分)
468分

(7時間48分)
合計

(３) 検証結果

OWLと比較し、mapry LA03は34分、AssistZは270分の時間短縮 13



➁毎木調査とのスギ幹材積精度の比較[1haあたり](精度)
比較

(毎木調査を100％)Assist
Z

mapry 
LA03OWL毎木

調査
Assist

Z
mapry
LA03OWL

104％92％118％589524672566本数(本)

97％100％94％33343234
胸高直径

平均
(cm)

100％109％104％22242322
樹高平均

(ｍ)

95％117％110％493610571517
幹材積
(㎥)

(３) 検証結果
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➁毎木調査とのヒノキ幹材積精度の比較[1haあたり](精度)
比較

(毎木調査を100％)Assist
Z

mapry 
LA03OWL毎木

調査
Assist

Z
mapry
LA03OWL

94％100％100％850900900900本数(本)

100％100％100％24242424
胸高直径

平均
(cm)

88％100％100％15171717
樹高平均

(ｍ)

73％104％103％263377374362
幹材積
(㎥)

(３) 検証結果
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(３) 検証結果
OWL

4,500,000円本体価格

500,000円解析ソフト

100,000円ライセンスキー

350,000円PC
（windows7以上）
（メモリ4GB以上）

（50,000円）（オプション）
調査計画ソフト

5,450,000円
(5,500,000円)

初期費用
（括弧書き、
オプション込）

100,000円ライセンスキー
（年間）

100,000円継続使用料
（年間）

mapry LA03

257,000円本体価格

56,000円操作端末
(Android)

350,000円PC
(i7、35GB以上)

10,000円アカウント利用料
(月額)

673,000円初期費用

10,000円アカウント利用料
(月額)

120,000円継続使用料
（年間）

AssistZ

840,000円ソフトウェア価格
(材積推定機能のみ)

ー操作端末※2

点群作成のためのドローン、
Metashapeは各署（所）
に配備済み

840,000円
(168,000円)

初期費用
（1年あたり）

ー継続使用料
（年間）

※1：5年間の使用料
（利用期間が５年を一期とするため）

※2：職員のGSS PCで使用可能

（税抜き）（税抜き）

（税抜き） （税抜き）

（税抜き）

③OWLとの価格比較（低コスト）
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考 察
360度カメラ付き。
机上で林況確認ができる。
改めて現地確認が不要。

写
真
画
像

あ
と
で
林
況
確
認
を
必
要
と
す
る
収
穫
調
査
に
活
用

〇灌木等が中程度の繁茂であ
れば計測可能。
〇計測時間が短い。

多少の下層植生が見られる箇
所や計測距離の長い箇所の
収穫調査に活用

〇人力での調査と比較し、短い時
間で大面積の調査が可能
〇場所を選ばず、撮影したい時に
撮影できる

このような林分でも
下草の影響を受けない！

今
後

１ 収穫調査での補助的な活用
→襲用調査における目合わ
せ等

２ 地林況調査を始めとした面
的な森林資源量の把握
→森林調査簿の更新等

今
後

令和7年度以降の収穫調査で
活用していく。
収穫調査規程の調査用器具へ
の規定や各署への普及

mapry LA03ＯＷＬ AssistZ
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